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５月24日〜６月20日

「
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
」の 

初
会
合
が
開
催

　

５
月
30
日
、
厚
生
労
働
省
政
務
三
役
と
知
事
、
市
長
、

町
長
で
構
成
す
る
「
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地
方

の
協
議
」
の
初
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
同
協
議
に
は
、
本

会
か
ら
岡
㟢
・
高
知
市
長
、
平
松
・
大
阪
市
長
が
参
画
し

て
い
る
。

　

冒
頭
、
細
川
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
今
回
の
協
議
に
つ

い
て
、
現
下
の
喫
緊
の
課
題
に
対
す
る
地
方
の
提
案
を
踏

ま
え
、
制
度
改
正
も
視
野
に
入
れ
た
協
議
で
あ
る
と
の
趣

旨
説
明
と
と
も
に
、
①
生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る
就

労
、
自
立
支
援
、
②
医
療
扶
助
や
住
宅
扶
助
等
の
適
正

化
、
③
生
活
保
護
費
の
適
正
支
給
の
確
保
、
④
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
生
活
保
護
と
の
関
係
整
理
な
ど

の
４
つ
の
課
題
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
等
に
つ

い
て
提
案
が
あ
っ
た
。

　

出
席
し
た
平
松
・
大
阪
市
長
は
、
①
東
日
本
大
震
災
を

起
因
と
し
て
想
定
さ
れ
る
生
活
保
護
申
請
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
財
源
問
題
を
含
め
た
制
度
全
体
の
抜
本
改

革
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
、
②
第
２
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
求
職
者
支
援
法

に
つ
い
て
は
、
実
効
性
の
あ
る
制
度
と
す
る
こ
と
、
③
生

活
保
護
制
度
の
適
正
化
に
向
け
、
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
等
に

対
応
す
る
た
め
、
法
改
正
を
含
め
た
対
応
策
を
講
じ
る

こ
と
、
④
期
間
を
定
め
た
集
中
的
な
就
労
支
援
を
行
う

こ
と
、
⑤
生
活
保
護
費
の
全
額
国
庫
負
担
に
つ
い
て
も
、

中
・
長
期
的
な
検
討
課
題
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
等
に

つ
い
て
発
言
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
細
川
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
提
案
さ
れ
た
４
つ
の
当
面
取
り
組
む

べ
き
事
項
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
及
び
本
年
８

月
頃
を
目
途
に
最
終
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
、
具

体
的
な
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
都
道
府

県
と
市
、
町
の
実
務
者
に
よ
る
事
務
会
合
を
設
置
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

�

［
社
会
文
教
部
］

「
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
厚
生
労
働
大
臣
・ 

地
方
三
団
体
意
見
交
換
会
」が
開
催

　

６
月
３
日
、「
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
厚
生
労
働
大
臣
・

地
方
三
団
体
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
社

会
文
教
委
員
長
の
倉
田
・
池
田
市
長
が
出
席
し
、
子
ど
も

手
当
に
つ
い
て
、
細
川
・
厚
生
労
働
大
臣
は
じ
め
政
務
三

役
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

倉
田
・
池
田
市
長
か
ら
は
、
①
現
金
給
付
で
あ
る
「
子

ど
も
手
当
」に
つ
い
て
は
、
全
額
国
が
負
担
し
、
現
物
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
地
方
が
独
自
性
を
発
揮
し
、
裁
量
権

を
持
ち
な
が
ら
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
い
わ
ゆ

る
つ
な
ぎ
法
の
期
限
で
あ
る
10
月
以
降
の
姿
は
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
③
今
後
、

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」等
に
お
い
て
、
地
方
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
の
基
に
制
度
設
計

を
進
め
ら
れ
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
を
行
っ
た
。
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「
市
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

　

６
月
７
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
、
市
長
な
ど

６
０
０
余
名
が
参
加
し
、「
市
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１ 

〜
地
方
分
権
改
革
と
都
市
自
治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
〜
」

を
開
催
し
た
。

　

森
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、「
地
方
分
権
改
革
と

都
市
自
治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
」
と
題
し
て
、
元
総
務

大
臣
の
増
田
寛
也
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
講
演
の
後
、
出
席
市
長
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
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第
81
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）を
開
催 

「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
緊
急
決
議
」、 

「
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
安
全
対
策
に
関
す
る 

緊
急
決
議
」な
ど
当
面
す
る
重
要
課
題
５
件
に
つ
い
て 

決
議
を
決
定
し
、
正
副
会
長
に
よ
り
実
行
運
動

　

６
月
８
日
、
第
81
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）を
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
開
催
。
冒
頭
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
と
う
を
捧

げ
た
後
、
総
会
運
営
委
員
長
の
釘
宮
・
大
分
市
長
の
進
行

の
も
と
、
森
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
、
被
災
自
治
体
を
代
表

し
て
奥
山
・
仙
台
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
、
菅
内
閣
総
理
大

臣
、
片
山
総
務
大
臣
か
ら
来
賓
祝
辞
、
自
治
功
労
市
長
表

彰
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
森
会
長
が
議

長
と
な
り
、
諸
報
告
に
つ
い
て
了
承
し
た
後
、
会
則
改
正

を
行
っ
た
。
次
い
で
、「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
緊
急

決
議
」、「
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
安
全
対
策
に
関
す
る

緊
急
決
議
」、「
地
震
・
津
波
防
災
対
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
緊
急
決
議
」、「
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
を
求
め
る

決
議
」、「
基
礎
自
治
体
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
踏
ま
え

た
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
決
議
」
の
５
件

の
決
議
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
を
行
い
、
会
長
に
森
・
長
岡
市
長
、

副
会
長
に
菊
谷
・
伊
達
市
長
、
土
田
・
東
根
市
長
、
母
袋
・

上
田
市
長
、
清
水
・
太
田
市
長
、
神
谷
・
安
城
市
長
、
谷

口
・
相
生
市
長
、
五
藤
・
三
原
市
長
、
大
西
・
高
松
市
長
、

田
上
・
長
崎
市
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
決
定
し
た
５
件
の
決
議
の

実
現
方
に
つ
い
て
、
枝
野
内
閣
官
房
長
官
、
福
山
内
閣
官

房
副
長
官
、
瀧
野
内
閣
官
房
副
長
官
、
民
主
党
の
岡
田
幹

事
長
、
山
根
企
業
団
体
対
策
委
員
長
、
自
由
民
主
党
の
谷

垣
総
裁
、
大
島
副
総
裁
、
小
池
総
務
会
長
、
石
破
政
務
調

査
会
長
、
公
明
党
の
山
口
代
表
、
社
会
民
主
党
の
又
市
副

党
首
に
そ
れ
ぞ
れ
面
談
の
う
え
要
請
し
た
。
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「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
す
る
意
見
交
換
」に
、 

森
会
長
が
出
席
し
、
政
府
が
と
り
ま
と
め
た 

「
社
会
保
障
改
革
案
」に
つ
い
て
発
言

　

６
月
10
日
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
す
る
政
府

と
地
方
三
団
体
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
本
会
を
代
表

し
て
、
森
会
長
が
出
席
し
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
政
府
が
と
り
ま
と
め
た
「
社
会
保
障

改
革
案
」
に
対
し
、
国
が
社
会
保
障
に
つ
い
て
、
地
方
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
見
る
か
、
突
き
放
す
か
の
瀬
戸
際
に
あ
る

が
、
地
方
単
独
事
業
が
実
質
的
に
検
討
の
対
象
外
と
さ

れ
、
単
独
事
業
の
有
す
る
機
能
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
の

発
言
を
し
た
。

�

［
財
政
部
］

Mayors'  Action Mayors'  ActionMayors'  Action Mayors'  Action

全国市長会の 動き

http://www.mayors.or.jp/
全国市長会ホームページURL
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初会合に出席した平松・大阪市長

意見交換をする倉田・池田市長

#3

#4

#5
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民
主
党「
社
会
保
障
と
税
の
抜
本
改
革
調
査
会
・ 

税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
合
同
総
会
」が
開
催

　

６
月
10
日
、「
社
会
保
障
と
税
の
抜
本
改
革
調
査
会
・

税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
合
同
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
を
代
表

し
て
社
会
文
教
委
員
長
の
倉
田
・
池
田
市
長
が
出
席
し
、

社
会
保
障
と
税
の
抜
本
改
革
に
つ
い
て
、
都
市
自
治
体
の

立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
出
席
議
員
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

倉
田
・
池
田
市
長
か
ら
は
、
①
こ
の
調
査
会
が
５
月
に

公
表
し
た
提
言
で
は
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
の
資
源
を
十

分
に
生
か
し
、
住
民
に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
含
む
質
の
高
い
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
し

て
、
助
け
合
い
の
地
域
社
会
の
基
盤
を
強
化
で
き
る
よ

う
、
国
は
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
柔
軟
な
ル
ー
ル
の
設
定

な
ど
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
６
月
２
日

の
集
中
検
討
会
議
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
改
革
案
に
は
、

そ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
住
民
に
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
は
地
方
が
実
施
す
る
の
で
、
国
は
基
本
制
度

の
策
定
と
そ
の
財
源
を
手
当
て
さ
れ
た
い
こ
と
、
③
国
民

健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の
上
昇
に
よ
り
負
担
が
限
界

を
迎
え
て
い
る
中
、
改
革
案
に
地
方
自
治
体
が
自
由
に
課

税
自
主
権
を
行
使
す
れ
ば
い
い
旨
の
表
現
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
こ
と
、
④
改
革
案
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
意
見
を
汲
み
上
げ
な
が
ら
、
早
急
に
決
定
し
て
ほ

し
い
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
を
行
っ
た
。
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法
制
化
さ
れ
た 

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
第
１
回
）を
開
催
し
、 

森
会
長
が
出
席

　

６
月
13
日
、
法
制
化
さ
れ
た「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

（
第
１
回
）が
開
催
さ
れ
、
本
会
を
代
表
し
て
森
会
長
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、
菅
総
理
大
臣
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
、
菅
総
理
大

臣
か
ら
は
、
本
日
の「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」は
、
法
制

化
後
第
１
回
の
会
合
で
あ
り
、
大
き
な
歴
史
的
な
意
義
を

持
っ
て
い
る
。
社
会
保
障
は
多
く
を
自
治
体
が
担
っ
て
お

り
、
こ
の
会
議
が
有
意
義
な
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

協
議
に
入
り
、
東
日
本
大
震
災
関
係
で
は
、
森
会
長
か

ら
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
、
国
と
地
方
が
一
致
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の

一
刻
も
早
い
収
束
と
全
国
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
策
を

国
は
徹
底
的
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
地

方
側
か
ら
は
、
今
の
社
会
保
障
改
革
は
、
国
民
不
在
、
住

民
不
在
の
改
革
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
改
革
の
姿

勢
は
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り

縦
割
り
の
無
駄
を
排
除
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
、

消
費
税
を
地
方
か
ら
取
り
上
げ
る
よ
う
な
議
論
は
、
国
と

地
方
の
間
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

こ
と
、
原
案
の
ま
ま
で
は
、
地
方
と
し
て
は
反
対
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
発
言
し
た
。

　

さ
ら
に
、
森
会
長
か
ら
は
、
改
革
案
作
成
に
際
し
て
、

税
財
源
に
つ
い
て
は
別
に
地
方
か
ら
意
見
を
聞
く
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
機
会
も
な

し
に
改
革
案
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
の
存
在
を
真
っ

向
か
ら
否
定
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
原
案
は
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
遍
在
性
の
少
な
い
税
体
系

を
構
築
す
る
と
の
方
向
性
が
見
え
な
い
こ
と
な
ど
を
発
言

し
た
。

　

本
日
の
協
議
の
結
果
、
政
府
か
ら
、
地
方
の
単
独
事
業

を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
修
文
の
上
、
20
日
ま
で
に
地

方
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
等
の
考
え
が
示

さ
れ
た
。
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森会長が出席（前列・中央）
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